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Fig.12 Voltage degradation per day 

Table 7 Fuel cell lifetime (operation time) on 

virtual route 

（PI+FF control, Local） 

5.1 異なる制御の劣化進行度 

第 2段落 

片道 1時間で走行し 

第 4段落 

表 7は，燃料電池の寿命を燃料電池の電圧が初期値

から 10%低下した時とした場合の，寿命となる使用時

間の 1日あたりの起動停止回数と燃料電池の使用時間

の関係を示している．今回検討した 1 日に 11 時間使

用し，起動・停止を 1 日に 1 回とした場合は，使用時
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間 2,660 時間で寿命に達する．同じ走行条件で 1 往

復ごとに燃料電池を停止・再起動すると 1 日の起動停

止は 6 回になり，寿命時間 2,020 時間に減り，寿命に

与える影響が大きいことが示されている． 

正 

(Correct) 

Fig.12 Voltage degradation per day (Local) 

Table 7 Fuel cell lifetime (operation time) on 

virtual route 

（PI+FF control, Local） 

5.1 異なる制御の劣化進行度 

第 2段落 

往復 1時間で走行し 

第 4段落 

表 7は，燃料電池の寿命を燃料電池の電圧が初期値

から 10%低下した時とした場合の，寿命となる使用時

間の 1日あたりの起動停止回数と燃料電池の使用時間

の関係を示している．今回検討した 1 日に 11 時間使

用し，起動・停止を 1 日に 1 回とした場合は，使用時

間 2,630 時間で寿命に達する．同じ走行条件で 2 往

復ごとに燃料電池を停止・再起動すると 1 日の起動停

止は 6 回になり，寿命に達するまでの時間は 2,000 時

間に減り，寿命に与える影響が大きいことが示されて

いる． 
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誤

(Incorrect) 
・Table.2 Results of Speed difference between Front
and Rear

・ 5.6. 車両とシャシダイナモメータの仕事率の関係

正

(Correct)  
・Table.2 Results of Speed difference between Front
and Rear

・5.6. 車両とシャシダイナモメータの積算仕事の関係 
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